鈴鹿大学における「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(COC+)」の取組状況と課題 by 冨本 真理子
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 高等教育コンソ―シアムみえ，県内就職率向上，持続可能な取組  
 
1．はじめに   
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 三重県の資料［2017］によれば、1999 年以降、概ね転出超過（「社会減」） 傾向となって
いる。2017 年の人口移動については、転入・転出超過数は 4,063 人の転出超過で、その内






毎年大きな変動はない（図 2）。また、2017 年度の 4 年生大学進学時の都道府県別流入・流
出率（文部科学省「学校基本調査」）においては、三重県は流出率が全国で最も高く 30.8％
図 1. 平成 27 年度「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」 
出典：同パンフレット p.3 
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等専 門学校、鳥羽商船高等専門学校、近畿大学 工業高等専門学校 
参加自治体は、三重県であり、参加企業は、アーリーバード、ICDA ホールディングス、伊











































  出典：三重県作成資料「高等教育機関との連携による みえの地方創生について」
2017 年 
2020 年度に COC+の機能を移転し、高等教育コンソーシアムみえが 
後継機関として事業を継続 
図４. 図解 COC＋、三重創生ファンタジスタ  
出典：三重大学 HP https://www.coc-all.jp/cocplus/summary/page.php?ID=2213 
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表１．2019 年度モータースポーツマネジメント シラバス 





科目担当教員 冨本真理子 郭育仁 
開講学期 前期 







国際学科 2 年 
選択 
受講人数 122 名 
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回 月日 テーマ／講師 
１ 4/9 オリエンテーション 
２ 4/16 「モータースポーツとは」鈴鹿モータースポーツ友の会理事長／ 
元レーシングドライバー 畑川治氏 
３ 4/23 「ラリーマネジメント ラリーにおけるＰＤＣＡ①」 
CCJ 齋藤雅輝氏 スタッフオン竜田健氏 
４ 5/7 「ラリーマネジメント ラリーにおけるＰＤＣＡ②」 
CCJ 齋藤雅輝氏 スタッフオン竜田健氏 
５ 5/14 「モトクロスの魅力」モトクロスライダー 小島庸平氏 
６ 5/21 ＤＶＤ視聴「プロジェクト X 挑戦者たち 制覇せよ 世界最高峰レース ～マ
ン島・オートバイにかけた若者たち～」 
７ 5/28 「鈴鹿サーキットについて」 
鈴鹿サーキットモータースポーツ部森本純一郎氏 
８・9 6/4 鈴鹿サーキット見学 
10  6/11 ＤＶＤ視聴「『不屈の町工場 走れ 魂のバイク』 ～走破せよ 大志への
道 プロジェクト X～挑戦者たち～」 
11 6/18 「鈴鹿１０Ｈ」 本学教員 冨本真理子 
12 6/25 「鈴鹿市のモータースポーツ政策」 
鈴鹿市産業振興部地域資源活用課観光・モータースポーツ振興Ｇ  
岩崎元紀氏 
13 7/2 「鈴鹿 8 耐の概要とその魅力」鈴鹿モータースポーツ友の会 
中野能成氏  
14 7/9 「創造型観光からみるモータースポーツ」 本学教員 郭育仁 




8/22 鈴鹿モータースポーツフェスティバル 公道パレードサポーター 
※当該科目受講生中心に実施。 
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写真１．鈴鹿サーキット VIP スイート・プレミアムからの 
レーシングコース見学  2019 年６月４日筆者撮影 
写真２．表彰台で記念撮影  2019 年 6 月 4 日撮影 
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築した授業科目「食と観光実践」は、2017 年と 2018 年は、伊勢・鳥羽・志摩、2019 年は
熊野市（東紀州）の食文化・観光の現状を知り、課題の抽出や提案を目的とする 2 泊 3 日




 この授業科目「食と観光実践」は 2017 年からはじまり、4 大学の教員が協働で授業を創
設した。三重大学の教員は異動のため入れ替りがあったが、他の 3 大学の教員は当初から
関わっている。参加学生も、4 大学（2018 年度参加学生実績：三重大学８名、四日市大学
７名、皇學館大学１名、鈴鹿大学３名、三重短期大学５名 計 24 名 、2019 年度同実績：
三重大学 22 名、四日市大学 4 名、皇學館大学 3 名、鈴鹿大学 3 名 計 32 名）から、集め
ている。 







 2 泊 3 日の熊野市の合宿では、山間部では、湯ノ口温泉のトロッコ列車体験、紀和鉱山
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表２．2019 年 PBL（問題解決型学習型）授業「食と観光実践」シラバス 
授業科目名 現代社会理解実践（授業テーマ：食と観光実践） 
科目担当教員 
東 大史・鈴木 幸子（三重大学）、小林 慶太郎（四日市大学）、池山 敦（皇學館
大学）、冨本真理子（鈴鹿大学） 
開講学期 前期集中 ＜事前学習 2 回（5/11、6/15）、現地学習（8/28-30）、事後学習（9/9） 
時間数 30 時間相当 
受講対象学生 学部(学士課程) : 1 年次以上 




























































































2 回目 6 月 15 日（土）13:00～17:00 ＠三重県総合博物館（MieMu) 
・ガイダンス（担当：東・鈴木） 
・東紀州の生活と食文化に関する博物館見学（MieMu 太田 光俊 学芸員：1.5 時間） 
・講義「三重県南部の食と歴史」（MieMu 太田 光俊 学芸員：1 時間） 
・グループワーク（池山 敦：1 時間） 
 
○現地学習（２泊３日） 
合宿（8 月 28 日～30 日） 宿泊先：ハマケン水産 
1 日目：山間部観光地見学（丸山千枚田・旧紀和鉱山跡地） 
・移動（津⇒熊野） 
・フィールドワーク① （丸山千枚田・紀和鉱山博物館：1.5 時間） 
・昼食（地元食材を使った料理） 
・フィールドワーク② （瀞峡・トロッコ列車：1.5 時間） 









































































写真３．定置網漁法の体験 熊野市にて 2019 年 8 月 28 日筆者撮影 
写真４．漁業者への取材 熊野市にて 2019 年 8 月 28 日 筆者撮影 
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・楽しみながら三重について学べ、単位もとれ、  世界が広がると感じたから。   
⑤本科⽬を履修することによって得られる経験  
・漁業体験、トロッコ体験など自分が普段できないことを体験。  










































































三重大学 33.5 33.4 
四日市大学 25.0 42.4 
皇学館大学 64.9 58.9 
鈴鹿大学 51.0 46.3 
鈴鹿医療科学大学 44.7 41.6 
三重県立看護大学 58.9 51.6 
四日市看護医療大学 58.0 65.4 
鈴鹿大学短期大学部 94.3 94.4 
三重短期大学 61.5 65.4 
高田短期大学 98.3 98.3 
鈴鹿工業高等専門学校 30.3 24.2 
鳥羽商船高等専門学校 15.0 14.6 
近畿大学工業専門学校 17.5 22.6 
平均値 48.9 49.1 
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Activities and Issues in the COC＋ project  
at Suzuka University 
 
Mariko TOMIMOTO 
                                                                             
Abstract: 
COC +project; The "Program for Promoting Regional Revitalization by Universities 
as Centers of Community" was publicly offered by the Ministry of Education, Culture, 
Sports, Science and Technology in 2015.  One of the goals of COC + program in Mie 
Prefecture is to support people to promote regional innovation. Suzuka University has 
shared the program with other universities of Mie prefecture. 
Although there are issues in improving the employment rate in the prefecture, COC 
+ is still becoming effective for students and faculty members in cooperation with other 
universities in the prefecture. 
COC + project will end in 2019 and the functions will be transferred to the Mie 
Prefectural Universities Consortium. 
The future challenge is to effectively use the COC + to enrich education at Suzuka 
University. 
 
Keywords ： COC+project, People to promote regional innovation, Mie Prefectural 
Universities Consortium, Improvement the rate of employment in Mie, Sustainable 
activities 
 
 
